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牛の共有型電子カルテシステムを開発する株式会社 VETELL 様に 

「北洋 SDGs 推進ファンド」を通じて出資しました 
 

 

株式会社北洋銀行、株式会社北海道二十一世紀総合研究所は、2020 年 7 月 31 日付で株式会社

VETELL
ベ ッ テ ル

様（本社：帯広市 代表：池田 哲平）に「北洋 SDGs 推進ファンド（北洋 SDGs 推進投資事

業有限責任組合）」を通じて 9,999,326 円を出資しました。 

 

当社は、畜産農家と獣医師が牛の情報をリアルタイムに共有できる電子カルテシステムの開発を行う企

業です。当社の開発するシステムは、牛の治療データに加え、餌の摂取量、損益管理などの日々のデータ

をクラウド上で提供し、畜産農家と獣医師が共有することで、予防獣医療や効果的な治療に役立ち、高い

生産性を実現することができます。 

牛の管理方法は経験や勘、紙ベースでの記録となっているケースが多く、牛が病気にかかった際に畜

産農家と獣医師の間で正確な情報共有が進まず、効果的治療ができないという課題があります。 

以上のことから、畜産農家の生産性を高める当社の取り組みを高く評価し、「北洋 SDGs 推進ファンド」を

通じて出資することとしました。 

 

 

「北洋 SDGs 推進ファンド」は、SDGs（＝持続可能な開発目標）のコンセプトに合致する道内中小企業を

投資対象とし、資金の提供を通じて地域企業が抱える課題を解決し、地域経済の活性化と北海道の持続

可能な発展に貢献することを目的として 2018 年 6 月に組成したファンドで、本件で 23 件目の出資となりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別 紙 

1．会社概要 

株式会社 VETELL 様 
 本社所在地  帯広市西 21 条南 2丁目 45 番 23 号 

 代 表 者  代表取締役 池田 哲平 

 設立年月日  2019 年 7 月 16 日 

 事 業 内 容   牛の共有型電子カルテシステムの開発・販売 

 Ｕ Ｒ Ｌ  https://corp.vetell.jp/ 

 

 

2．ファンド概要  

 

名 称 
北洋 SDGs 推進ファンド 

（北洋 SDGs 推進投資事業有限責任組合） 

ファンド総額 5 億円 

組合員構成 
株式会社北洋銀行 

株式会社北海道二十一世紀総合研究所 

設立日 2018 年 6月 20 日（水） 

存続期間 設立日より 10 年間 

業務運営者 株式会社北海道二十一世紀総合研究所 

 

 
以 上 

 

 

 

 

北洋銀行 

SDGs の課題に適合する企業 

 

北海道二十一世紀総合研究所 

北洋 SDGs 推進ファンド 

(北洋 SDGs 推進投資事業有限責任組合) 

出資 

出資 

運営管理 

出資等 


